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研究成果の概要（和文）：プルキンエ細胞（PC）細胞体では登上線維（CF）シナプスの除去が進行する一方で、バスケ
ット細胞（BC）やルガロ細胞（LC）などの抑制性介在ニューロンの成熟化が進む。しかし両者の機能的な因果関係につ
いては不明であった。本研究では抑制性ニューロン成熟過程におけるCFシナプス除去の観察を行い、中枢神経回路にお
ける「特定の細胞内ドメインで起こる興奮性入力と抑制性入力による競合」の証明を目的として行われた。レンチウイ
ルスやGFP発現モデルマウスを用いた解析を行ったところ、PC細胞体におけるCF終末がBC軸索によって排除され、PC細
胞体直下のLCへと引き継がれることを示唆する所見が得られた。

研究成果の概要（英文）：In the developing cerebellum, climbing fiber (CF)-Purkinje cell (PC) synapses are 
eliminated from PC cell bodies, while the maturation of inhibitory interneurons such as basket (BC) or Lug
aro cells (LC) proceeds. It has been unclear whether these excitatory and inhibitory inputs are directly c
orrelated or not. In the present study, we investigated the process of CF-PC synapses elimination from PC 
cell bodies when the inhibitory interneurons are functionally disrupted. By analyses using with lentivirus
 and GFP-expressing reporter mouse, we found that somatic CF terminals were expelled by developing BC axon
s. In contrast to PC somata, CF terminals beneath PC layer increased in number during the second postnatal
 week, and CFs from multiple neuronal origins were found to innervate the somatodendritic domain of single
 LCs. Thus, the elimination of somatic CFs appears to proceed with the differentiation of inhibitory neuro
nal elements.
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１．研究開始当初の背景 
 

登上線維-小脳プルキンエ細胞投射系では

細胞体での線維間競合を経て、単一の優勢

線維による樹状突起支配が確立する。細胞

体では登上線維シナプスの除去が進行する

一方で、バスケット細胞による抑制性独占

的支配が形成されるが、両者の機能的な因

果関係については未だ不明であった。さら

に発達期小脳ではプルキンエ細胞直下の顆

粒細胞層において除去過程の登上線維終末

が観察され、抑制性介在ニューロンルガロ

細胞と近接している様子が観察されている。 

 

２．研究の目的 
 

本研究では発達期プルキンエ細胞での抑制

性ニューロンの関係に着目し、抑制性ニュ

ーロン機能阻害下における登上線維シナプ

ス除去過程の解析を行い、中枢神経回路に

おける「特定の細胞内ドメインで起こる興

奮性入力と抑制性入力による競合」の実験

的な証明を目的として行う。 

 

３．研究の方法 
 

レンチウイルスや GFP 発現モデルマウスを

用いた抑制性介在ニューロンの可視化、神

経標識法を用いた登上線維の可視化を行い、

発達期小脳の観察を行った。 

 

４．研究成果 
 

解析の結果以下の所見を得た。 

（１）発達期プルキンエ細胞体において登上

線維終末の排除とバスケット細胞由来の抑

制性神経終末の増加が相補的に起こってい

ることが定量的に示された。 

（２）発達期小脳ではプルキンエ細胞体とル

ガロ細胞が密着している様子が観察され、こ

の傾向は発達が進むに連れて減少していっ

た。 

（３）発達期小脳で一過性に見られるプルキ

ンエ細胞-ルガロ細胞密着領域では登上線維

終末が高頻度に観察された。 

以上の所見はプルキンエ細胞体における登

上線維終末がバスケット細胞軸索によって

排除され、ルガロ細胞へと引き継がれること

を示唆する所見であり、この研究成果は日本

神経学会 Neuro2012, Neuro2013, 第 118回日

本解剖学会総会・全国学術集会で発表された。 
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